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とも言うべき領域」、「一人ひとりの言葉の使い方の違い」と説明している(平田, 2004, pp. 
90-1)。この表現から、平田がここで取る方針は明らかだろう。ここでもやはり平田は言語
を重要視するのだ。 






































































































































































































































































































































黒浩、ロボット側監督・プロデューサー：黒木一成、大阪大学 21 世紀懐徳堂多目的スタジオ。 
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